
追記　

　　正方形の内部に点があるとき，次式が成り立ちます。
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　　　　　        　　……

　　証明は次のようにします。

　　正方形の一辺の長さをとし，から，に垂線，

　　をひき，，とすると

　　　　　     
  

　　　　　   
    

　　　　　  ＝   

　　　　　   
    

  

　　これらからただちにが成り立つことが分かります。

　　この問題では，，であるから

　　　　　        　から　

　　ゆえにから＝すなわちは対角線上にあり

　　，正方形の面積は　






